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別紙                        氏 名 勝股 修二 

質 問 事 項 

 

№ １－１  

市民への周知啓発に向けた戦略的なアプローチについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

多くの自治体で、セミナーや講座を「開催すること」自体が目的化してし

まい、本来の目的である「市民の意識向上と行動変容」に繋がっていないケ

ースが散見される。また、参加者の固定化、内容のマンネリ化、効果測定の

欠如、情報発信の不足などの課題も指摘されている。本市において、これら

の課題が存在するのかを確認するとともに、税金を活用した事業の効果を

最大化するために、戦略的な視点に基づいた周知啓発を行っているのかを

お伺いする。 

 

（１） 健康福祉部における、市民の意識向上と行動変容に向けた事業の 

全体的な方針について 

 本市では、主に市民生活部、健康福祉部、教育委員会、こども子育

て部などにおいてセミナーや講座が開催されているが、ここでは特

に社会的に喫緊の課題を多く抱えている健康福祉分野において、セ

ミナーや講座を実施する事業において認識している課題と、「市民に

伝えて、考えてもらいたいこと」を戦略的に選択する仕組みがあるか

伺う。 

 

（２） ニーズの把握と講座内容への反映について 

 健康福祉分野において、市民が知りたいことや抱えている課題と

いったニーズを、具体的にどのような手法で把握して講座内容に反

映しているのか伺う。 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                        氏 名 勝股 修二 

質 問 事 項 

 

№ １－２  

市民への周知啓発に向けた戦略的なアプローチについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（３） 戦略に基づいたセミナーや講座内容の伝え方（タイトルやキャッチ 

コピー、チラシデザインなど）について 

 他自治体の取り組みにおいて、同じ内容でもタイトルやキャッチコ

ピー、チラシデザインなどを工夫することで、定員オーバーになり、

抽選が必要になるような事例もある。そこで、戦略的に、これまで関

心のなかった新しい層を引きつけるために、その伝え方をどのように

工夫されているのか伺う。 

 

（４） 効果的な情報発信チャンネルについて 

    現状では広報おわりあさひやホームページ、SNS、公共施設への配 

架などが主なチャンネルであると考えるが、参加者の固定化、情報 

発信の不足などの課題において、さらなる手法を検討する必要があ 

ると考える。 

特に公共施設に立ち寄る機会の少ない現役世代へのアクセスは 

重要な課題である。それらの方々にアクセスするためには、地元ス

ーパーやコンビニなどと提携し、掲示や配架をお願いする、イベン

ト告知サイトなどに登録するなどの取組も考えられる。情報を本当

に必要としている市民に届けるために、どのような手法の導入を検

討、あるいは実施しているのか伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                        氏 名 勝股 修二 

質 問 事 項 

 

№ ２  

本市の事務における生成人工知能（ＡＩ）活用戦略と人材育成

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 近年における生成人工知能（ＡＩ）の進歩はまさに日進月歩といった様相

を呈しており、状況は刻々と変わっている。本市においてもＡＩ導入に向け

た議論は行われており、令和５年８月８日には生成ＡＩ利用ガイドライン

（試行用）」を制定し、令和５年 10 月には１回目の「生成ＡＩ試行利用結果

報告書」を、令和６年３月には２回目の報告書を作成し「今後の生成ＡＩの

活用については、令和７年度からの生成ＡＩサービスの導入に向けて、引き

続き各種生成ＡＩサービスを使っての試行利用の実施や本市にとって最適

な生成ＡＩサービスの研究等を進めていきたいと考えています。」と結んで

いる。そこで、試行を元にした現状での取組みと、今後の方針についてお伺

いする。 

 

（１） ２回にわたる試行の具体的な成果と課題について 

    試行後の現状も含めて伺う。 

（２） 本市が考える「最適」の具体的な要件について 

    導入を目指す『最適な生成ＡＩサービス』について、本市はどのよ 

うな要件を重視してお考えか。例えば、①導入・運用コスト、②市民 

の個人情報や行政の機密情報を守る高度なセキュリティ、③職員の誰 

もが直感的に使える操作性、④倫理的観点から、ＡＩの判断の透明性 

や公平性を確保するための方策など、具体的な要件について伺う。 

（３） 生成ＡＩを活用できる人材の育成計画について 

    生成ＡＩは導入すれば良いというものではなく、使う人材がいてこ 

そ効果を発揮する。現状では、ＡＩに詳しい特定の方がいた場合にそ

の分野のみ本領を発揮できるのが現状である。平均的な職員が活用

できるような状況を作り出すことが必要であり、ＡＩに使われるの

ではなく、ＡＩを使う人材を育成することが必須である。そこで、Ａ

Ｉを導入するに当たっての人材育成計画について伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                        氏 名 勝股 修二 

質 問 事 項 

 

№ ３  

教育委員会における生成人工知能（ＡＩ）導入に向けた取組に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

文部科学省は、令和６年 12 月 26 日に「初等中等教育段階における生成

ＡＩの利活用に関するガイドライン(Ｖｅｒ.2.0)」を公表し、教育現場にお

ける生成ＡＩについて適切な利活用を実現するための考え方を示してい

る。 

本市においても第２次尾張旭市教育振興基本計画に「教育課題の解決に

向けて、ＡＩ（人工知能）などの先端技術の利活用を検討します。」「校務支

援システムや保護者連絡システムに加え、デジタル技術やＡＩを活用した

新たな仕組みを活用し、業務の効率化を図ります。」とあるように、教育課

題と校務における業務の効率化の２面から、ＡＩを活用していく方針であ

ることは間違いないと考えるが、導入に向けた現状について伺う。 

 

（１） 方針（情報セキュリティに関するルール・指示等も含む。）は明文

化してあるかについて 

 先述した文部科学省のガイドラインにおいては、教育委員会が押

さえておくべきポイントとして、「生成ＡＩを学校現場で利活用する

際には、教育委員会が主導して制度設計や利活用の方向性を示すこ

とが重要である。」とある。また、教職員に対しては、「教育委員会の

方針に基づき利活用すべきである。」と示されている。そこで、本市

教育委員会においては、生成ＡＩ利活用に向けた方針を明文化して

あるか伺う。 

 

（２） 本市の教育課題の解決に、生成ＡＩをどのように活用していくかの

ビジョンについて 

 本市の教育振興基本計画には『ＡＩ活用に向けての検討』が謳われ

ている。そこで、例えば『児童生徒一人一人の学習意欲や理解度に応

じた個別最適な学びの実現』や『教員の長時間労働を是正し、子ども

たちと向き合う時間を創出する働き方改革』といった喫緊の課題に対

し、生成ＡＩをどのように活用していくお考えか、具体的なビジョン

を伺う。 

 

（３） 尾張旭市立西中学校において実施された先進事例についての分析

について 

 本市西中学校において、令和６年度に３年生の英語科や道徳、学級

活動で積極的に生成ＡＩを活用し、英作文の個別指導をするなど、非

常に先進的な取組が行われた。この取組についての本市の分析を伺

う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


